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業 績 目 録
学長　渡邊弘
1　著書
⑴『平成27年聞き書村井実回顧録［正続］』協同出版、2015年３月　共著。
⑵『「ちゅうくらい」という生き方』信濃毎日新聞社出版部、2015年11月　単著。
⑶『人間教育のすすめ』東洋館出版社、2016年３月　単著。
2　学術論文
【単著】
⑴「一茶晩年の死生観～「自力」と「他力」の中間者としての共生的生き方～」作大論
集第５号、2015年３月　単著。
⑵「道徳の教科化と今後の道徳教育の課題 ―「道徳を教える」とはどういうことかとい
う問いからの再吟味 ―」作新学院大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　
単著
⑶「道徳教育と人権教育の関係性について～「尊重」と「対話」を通して～」作大論集
第６号、2016年３月　単著
⑷「道徳の教科化について考える」栃木県連合教育会誌「下野教育」第752号、2016年５月、
単著
⑸「新時代を担う想像力豊かな人材を育てる」潮出版社、2017年１月。単著
⑹「これからの道徳教育について～今、改めて考えておくべきこと～」栃木県小学校教
育研究会会報、2018年１月予定。単著
【共著】
⑺「音楽における授業改善～“音楽的感受性”育成の一考察～」作新学院大学教職実践セ
ンター紀要第２号、2015年７月　共著
⑻「中学校理科との系統からみた小学校理科についての課題と改善の一考察」作新学院
大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　共著
⑼「中学校における学校教育相談の在り方と進め方に関する研究～予防的・開発的教育
相談の視点で～」作新学院大学教職実践センター紀要第2号、2015年７月　共著
⑽「自己有用感、共感力を育成するプログラム開発～コミュニケ－ション活動を通して
～」作新学院大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　共著
⑾「各教科・領域との連携における同度授業の実践的研究～性的マイノリティの問題を
教材として～」作新学院大学教職実践センター紀要第5号、2017年12月　共著
【その他】
⑿「とちぎ道徳教育実践学会を開催して」日本教育新聞社、2015年２月　単著
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⒀書評「評伝牧口常三郎」週刊読書人、2017年８月21日　単著
⒁「創価教育に期待すること」聖教新聞、2017年12月15日　単著
⒂「小林一茶の研究家」真岡新聞、2017年７月14日　単著
⒃「更なる“人間教育の実践”を目指して」経済同友会「同人」、2018年１月予定。
⒄「公認心理師の養成」下野新聞、2018年１月予定。
3　社会的活動
【各種委員】
⑴宇都宮市人間力向上フォ－ラム実行委員会顧問（2014年４月～現在）
⑵栃木県連合教育会評議員（2014年４月～現在）
⑶宇都宮市うつのみや文化創造財団評議員（2012年４月～現在）
⑷とちぎ道徳教育実践学会会長（2013年６月～現在）
⑸光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【栃木版】編集顧問（2013年４月～現在）
⑹光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【全国版】編集員（2013年12月～現在）
⑺宇都宮市教育委員会評価委員会議委員、2017年７月。
⑻平成27年度大田原市いじめ問題対策推進委員会会議（副委員長）、（2015年７月～現在）
⑼宇都宮市総合計画市民懇談会副委員長（副委員長）、（2016年10月）
⑽宇都宮市総合計画審議会（副委員長）、（2017年８月～現在
【講演・講話】
⑾平成27年度栃木県高等学校学校教育研究会人権教育部会講演、2015年７月2日。
⑿下野市立祇園小学校校内研修会講話、2015年８月３日。
⒀ＮＨＫラジオ第２「文化講演会」収録特別講演「一茶・生きとし生けるものの世界」、
2015年11月８日。
⒁平成27年度栃木県実習指導者講習会（特定分野）講話Ⅰ、2015年11月9日。
⒂平成27年度栃木県実習指導者講習会（特定分野）講話Ⅱ、2015年11月13日。
⒃塩谷地区小学校教育研究会道徳部会研修会講話、2015年11月16日。
⒄平成27年度大田原市いじめ問題対策推進委員会会議（副委員長）、2015年７月８日。
⒅作新学院小学部校内研修会講話、2015年８月25日。
⒆下野市立祇園小学校校内研修会講話、2015年８月３日。
⒇那須地区小・中学校教育研究会道徳部会夏季一斉研修会講演、2015年８月４日。
日光市東原中学校区小中連携教育研修会講演、2015年７月30日。
宇都宮市一条地域学校園小中合同研修会講演、2015年７月31日。
那須塩原市立関谷小学校道徳研究会講話、2015年11月30日。
県西地方市町村教育委員会連絡協議会教員委員研修会教育長会講演、2016年２月17日
栃木県実習指導者講習会講話、2016年11月18日、21日。
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那須地区中学校教育研究会道徳部会授業研究会講話、2016年12月２日。
栃木県看護系教員協議会研修会講演、2017年２月27日。
栃木県小学校教育研究会講演、2017年５月26日。
宇都宮市陽東地域学校園小中一貫教育全体研修会講演。2017年７月31日。
教員免許更新講習講義、2017年８月１日。
栃木県小学校教育研究会宇都宮支部道徳部会夏季研修会講演、2017年８月７日。
栃木県教育担当者研修講話、2017年８月28日、29日。
大田原信用金庫「だいしん経営塾」講演、2017年10月24日。
開倫ユネスコ協会講演、2017年11月16日。
栃木県実習指導者講習会講話、2017年11月17日、20日。
那須地区中学校教育研究会道徳部秋季授業研究会講話、2017年11月28日。
栃木県創価教育実践報告会講演、2017年12月10日。
経営学部　教授　天尾久夫
業績
・	「日本農業の抱える諸問題の一考察　－減反政策と米の生産性－」作新学院大学　『作
大論集』第５号　311～334ページ　2015年
・	「日本の農業金融の抱える諸問題についての一考察　－農林中央金庫の現況－」作新
学院大学　『作大論集』第６号　283～306ページ　2016年
・	「信金中央金庫の研究―信用金庫と信金中央金庫の抱える諸問題―	」　作新学院大学	
『作大論集』第７号　163～194ページ	　2017年
社会的活動
⑴『地方財政研究会』　北関東の少子高齢化社会の姿と地方行政のあり方　主宰（研究員）
（2015年４月～2016年３月）
⑵『地方財政研究会』　北関東の少子化の教育環境について　－所得と教育水準の維持
についての考察－（2016年４月～2017年３月）
⑶『地方財政研究会』　宇都宮市の人口減少社会での商業圏と住居圏の問題点と変化に
ついて　－地域からの退出要因と参入補助の維持についての考察－（2016年４月～
2017年３月）
⑷景気循環と経済データコンファレンス（科学技術研究費基盤研究（B）15H03351、「広
義の社会資本投資が民間経済に及ぼす効果の検証」）で「日本の農業金融の抱える諸
問題についての一考察　－農林中央金庫の現況－」について発表　2016年６月４日
（土）　学習院大学経済学部第１会議室（於学習院大学目白キャンパス東２号館13階）
⑸宇都宮市公金管理運用相談委員2017年４月～2018年３月
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経営学部　教授　荒木宏
著書
⑴「第９章　公共経営論」、経営学研究会（編）『新経営学総論』（学文社、2015年）
学術論文
⑴「『公―私』政策変容と年金体制の比較研究」、『作大論集』第８号、2017年３月。
学会での口頭発表等
⑴「『公―私』政策変容と年金体制の比較分析」、日本政治学会2016年度研究大会（Ｂ－
８：比較政治部会）、立命館大学、2016年10月１日
社会的活動
宇都宮市行政改革大綱策定懇談会委員（2014－2015）
厚生労働省栃木労働局、栃木地方労働審議会審議委員　（2015－現在に至る）
公益財団法人宇都宮市医療保健事業団評議員（2016－現在に至る）
経営学部　特任教授　今井秀之
著書
〔共著〕
⑴マーケティング・サイエンスのトップランナーたち、
	 （第10章：ブランディングを成功させる、P211-P233），朝野熙彦編著，東京図書，
2016年
⑵サービスデザイン～フレームワークと事例で学ぶサービス構築、
	 （第20章：ブランディングを成功させる、P194-P202），山岡俊樹編著，共立出版，	
2016年
〔分担執筆〕
○第３章２節　精度の高い新製品販売予測モデルの開発：月刊㈱技術情報「新規事業テー
マの探し方、選び方、そして決定の条件」，㈱技術情報協会　2015年７月　pp.209-220
○ライオンのマーケティング戦略　白鷗ビジネスレビュー　白鷗大学ビジネス開発研究
所　2015年10月　第25巻１号pp.1-9
○ヒット商品を生み出す!　ライオンの人材育成の考え方「ヒット商品を生み出す人材
育成法」、月刊「研究開発リーダー」：第３章７節；pp.211-219、㈱技術情報、2017年
10月
学会での口頭発表等
①今井秀之・原憲子、今どき女性のライフコース研究、デザイン人間工学会、第11回関
東報告会2015（9.4）、
②今井秀之・原憲子、アジア近隣諸国でのペルソナ分析事例、人間デザイン工学学会第
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11回東京大会2015.9.4
③今井秀之・原憲子、台所洗剤における競争軸変化によるブランディング、第11回日本
感性工学会春季大会、2016.3.27
④今井秀之・原憲子、予防発想の洗濯洗剤と家族愛の実現、第11回日本感性工学会春季
大会、2016.3.26
⑤王ウジスグラン（作新学院大学博士後期課程），今井秀之、生活者の健康意識と高齢
化への一考察、第12回日本感性工学会秋季大会、2016.9.11
⑥今井秀之・原憲子、ディフェンスレス型行動観察による生活者インサイト発掘の試み、
第12回日本感性工学会秋季大会、2016.9.11
⑦今井秀之・原憲子、「快適価値」を起点とする商品開発事例、第12回日本感性工学会
春季大会　2017.3.27
⑧ Hideyuki	 Imai、Classification	of	 the	comfortable	 feeling	at	using	Deodorizer	by	
Mobile	Phone	Research、ACED2017（The	2nd	Asian	Conference	on	Ergonomics	
and	Design）日本人間工学,	P62-65.	2017.6.27
⑨今井秀之・原憲子、入浴行動における新価値探索～モバイルビジュアル法活用による
バスタイム価値意識の探求～、第19回日本感性工学会、2016.9.16
社会的活動
⑴日本マーケティング学会会員（2013年４月～現在に至る）
⑵日本マーケティング協会認定マーケティングマイスター（2013年５月～現在に至る）
⑶データサイエンティスト協会会員（2015年３月～現在に至る）
⑷日本感性工学学会会員（2015年４月～現在に至る）
⑸日本消費者行動研究学会学術会員（2015年５月～現在に至る）
⑹日本マーケティング・リサーチ協会理事（2015年６月～現在に至る）
⑺北陸先端技術科学大学院大学インダストリアルアドバイザー（2016年４月～2018年３
月）
⑻栃木県農産物ブランド化推進会議委員（2017年４月～2018年３月）
経営学部　特任教授　春日正男
学術論文：学協会誌論文（査読付き）
2015年度
⑴Mie	SATO,	 Satoru	SUGAWARA,	Masao	KASUGA,	Kenji	HONDA	and	Naoki	
HASHIMOTO:	Comparison	of	 immersive	feeling	effects	between	three	wide	angle	
image	projection	 techniques,	 International	 Journal	of	Affective	Engineering	14	 ,1
（2015）
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⑵田中誠一，森博志，春日正男，東海林健二：高品位大画面映像コンテンツの感性評価
手法の提案、－４Ｋ／２Ｋ映像で視聴者が受ける印象の比較－、感性工学研究論文集、
14、2、（2015.5）
⑶Yanagisawa	Yuichi,	 Ikeda	Hisao,	Hirakata	Yoshiharu,	Yamazaki	Shunpei,	Hirose	
Michitaka,	Kasuga	Masao：Curved	OLED	Display	to	Effectively	Enhance	Natural3D,	
Journal	of	the	Society	for	Information	Display,	46,	1,	pp.1263–1266（June	2015）
学術論文：国際会議論文（査読つき）
2015年度
⑴Hideyuki	Takahashi	 ,	Masao	Kasuga,	Chiho	Kashimada,	Tomoya	Shimura,	Seiichi	
Tanaka	and	Sakae	Saito：Research	on	the	Support	of	Early	Childhood	Education	
using	 High-Presence	 Video,	 	 International	 Workshop	 on	 Advanced	 Image	
Technology	2015,	USB	Memory,	Tainan,	Taiwan（2015.01）.
⑵Yuichi	Yanagisawa,	Hisao	 Ikeda,	Mika	 Jikumaru,	Daisuke	Kubota,	Yoshiharu	
Hirakata,	Shunpei	Yamazaki,	Michitaka	Hirose	and	Masao	Kasuga	 :Curved	OLED	
Display	to	Effectively	Enhance	Natural3D:	Proceedings	of	 International	conference	
SID,（June,	2015）
学会での口頭発表
2016年度
⑴清掃活動が組織行動に与える影響と考察　－組織市民行動と職務満足感からの視点　
－羽石和樹、春日正男、第44回あいまいと感性研究部会ワークショップ－感性フォー
ラム新宿（2016.6）
2017年度
⑴唾液アミラーゼ活性を指標とした運動負荷に対するガリの効果、日高茂暢、相馬聡、
春日正男、遠藤栄一、大場輝子、第35回日本生理心理学会大会発表論文（2017.5）．
⑵唾液アミラーゼ活性を指標とした運動負荷に対するガリの効果、日高茂暢、相馬聡、
春日正男、遠藤栄一、大場輝子、“生理心理学と精神生理学35、2（掲載決定）（2017.6）
⑶産学連携によるショウガ新商品開発についての取り組み，ショウガが持つ生理作用の
一考察、北本拓磨、石原眞興、長谷川光司、相馬聡、日高茂暢、宮川和也、中野公吾、
鈴木結訶、遠藤栄一、大場輝子、春日正男、産学連携学会第15回大会発表論文（2017.6）
⑷新たな企業成長を目指すための中小・中堅製造業の企業分析と特徴抽出に関する提案、
荻原明信、今崎泰浩、福富隆史、菊池克典、櫻井仙長、春日正男、産学連携学会第15
回大会発表論文（2017.6）
⑸効果的な幼児教育を目指した高臨場感映像による新たな教育システムとその効果につ
いて高橋秀行、青木章彦、鹿島田千帆、春日正男、産学連携学会第15回大会発表論文
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（2017.6）．
⑹中小企業における従業員満足度と企業業績の関連性に関する検討、羽石和樹、中村博
美、羽石容房、春日正男、映像情報メディア学会札幌研究会（発表決定）（2018.2）．
社会的活動
⑴宇都宮市個人情報保護運営審議会　会長代行委員（2012年10月１日～現在に至る）
⑵うつのみや次世代産業イノベーション推進会議副会長（2013年８月28日～現在に至る）
⑶栃木市クリーンプラザ審査委員（2017年７月21日～現在に至る）
⑷栃木県北東部産業交流会　記念講演、感性工学が拓くこれからの企業経営の世界、
2017年６月22日．
⑸常総学院講演会：特別講演、“変化する社会から見た期待される職業と進路選択”、
2017年10月９日．
経営学部　教授　高橋秀行
著書（分担執筆）
⑴「第８章　経営情報　第１節　経営と情報システム」：『新経営学総論 ‐ 経営学の新
たな展開 ‐ 』「新経営学」研究会編、学文社、2015年３月30日、pp.161-167
国際会議論文
⑴Research	on	the	Support	of	Early	Childhood	Education	using	High-Presence	Video：	
International	Workshop	on	Advanced	Image	Technology（IWAIT）2015,	January	
11–13,	 2015,	Tainan,	Taiwan,	 IWAIT	&	 IFMIA	2015	Proceedings（CD-ROM）,	
Paper	No.289,	Hideyuki	Takahashi,	Masao	Kasuga,	Akihiko	Aoki,	Chiho	Kashimada,	
Tomoya	Shimura,	Seiichi	Tanaka	and	Sakae	Saito
学会での口頭発表等
⑴「高臨場感映像を利用した絵本の読み聞かせと教育効果の計測方法の検討」，情報処
理学会コンピュータと教育研究会、2015年２月15日、研究報告コンピュータと教育
（CE）2015-CE-128（18）、高橋秀行、青木章彦、春日正男、鹿島田千帆、紫村智哉、
田中誠一、齋藤栄
⑵「効果的な幼児教育を目指した高臨場感映像による新たな教育システムとその効果に
ついて」，産学連携学会第15回大会、2017年６月15日、予稿集0615B1130-3、高橋秀行、
青木章彦、鹿島田千帆、春日正男
社会的活動
⑴宇都宮市情報公開審査会委員（2013年10月～現在に至る）
⑵宇都宮市個人情報保護審査会委員（2013年10月～現在に至る）
⑶栃木県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会委員（2014年11月～現
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在に至る）
経営学部　教授　那須野公人
著書
⑴「第２章　製造業の『グローバリゼーション』の進展」：『日本企業のグローバル化と
アジア』大西勝明編著、文理閣、2015年１月、pp.27-45．
⑵「第５章　グローバル化と現代のものづくり」：『新経営学総論	―経営学の新たな展
開―』「新経営学」研究会編、学文社、2015年３月、pp.89-111．
学術論文
⑴「『タイ＋１（プラスワン）』とラオス」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究
学会グローバリゼーション研究分科会、2015年９月28日、Vol.12	No.1、pp.1-20.
⑵「バングラデシュ	=	衣料品からIT分野での『チャイナ＋１（プラスワン）』へ	―『リ
ンケージマネジメント』の視点より―」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究
学会グローバリゼーション研究分科会、2016年８月31日、Vol.13	No.1、pp.21-40.
⑶「台湾におけるICT産業の発展再考	―『リンケージ・マネジメント』の視点より」
：『グローバリゼーション研究』工業経営研究学会グローバリゼーション研究分科会、
2017年８月31日、Vol.14	No.1、pp.25-44.
学会での口頭発表等
⑴「『タイ＋１（プラスワン）』としてのラオス	―ラオス企業調査報告―」：アジア経営
学会	東部部会、2015年５月23日、於：東洋大学（白山キャンパス）
⑵「『タイ＋１（プラスワン）』とラオス」：工業経営研究学会　東日本部会（グローバ
リゼーション研究分科会との共催）、2015年７月11日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
⑶「バングラデシュ	=	衣料品からIT分野での『チャイナ＋１（プラスワン）』へ	―『リ
ンケージマネジメント』の視点より―」：工業経営研究学会グローバリゼーション研
究分科会、2016年６月４日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
⑷「台湾におけるICT産業の発展再考	―『リンケージ・マネジメント』の視点より」：『グ
ローバリゼーション研究』工業経営研究学会グローバリゼーション研究分科会、2017
年５月20日、於：明星大学
⑸「日本企業の競争力低下と後発国のリープ・フロッグ的発展	―『リンケージ・マネ
ジメント』の視点より―」：工業経営研究学会全国大会	統一論題報告、2017年９月16
日、於：愛知工業大学（自由ヶ丘キャンパス）
社会的活動
⑴アジア経営学会理事　　　　　　　　　　　（2012年６月23日～現在に至る）
⑵工業経営研究学会理事・副会長　　　　　　（2014年９月12日～現在に至る）
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⑶栃木地方最低賃金審議会委員　　　　　　　（2006年９月８日～現在に至る）
⑷宇都宮市まちづくり交付金評価委員会委員　（2011年10月１日～現在に至る）
経営学部　特任教授　矢作恒雄
分野：競争戦略論、応用統計学
１．主要図書・論文
Leadership	 and	 a	 good	 leader,	 a	 paper	 presented	 at	 Executive	 Program	 on	
Corporate	Management（EPCM）2015,	Overseas	Human	Resourced	and	Industry	
Development	Association（HIDA）,	Aug.,	2015
Japanese	Management:	Concept	 and	Practice,	 a	 paper	 presented	 at	Executive	
Program	on	Corporate	Management（EPCM）2015,	Overseas	Human	Resourced	
and	Industry	Development	Association（HIDA）,	Aug.,	2015
「災害医療システムと正義」、『災害時および被災後の医療システムの再構築：その復興
プロセスとトリアージ概念』、日本臨床生死学会、2015
「トリアージュは正義か？」、『臨床死生学』Vol.	20	:	37-40,日本臨床死生学会，2015
Leadership	 and	 a	 good	 leader,	 a	 paper	 presented	 at	 Executive	 Program	 on	
Corporate	Management（EPCM）2016,	Overseas	Human	Resourced	and	Industry	
Development	Association（HIDA）,	Aug.,	2016
What	should	we	learn	from	successes	and	failures	of	Japanese	Management	Practices,	
a	paper	presented	at	Executive	Program	on	Corporate	Management（EPCM）2016,	
Overseas	Human	Resourced	and	Industry	Development	Association（HIDA）,	Aug.	
2016
“Entrepreneurship,	start-up	activities,	and	economic	development”,	Entrepreneurship:	
Key	to	a	nation’s	social	and	economical	development,	APO,	2016
Reverse	 Innovation,	 a	 paper	 presented	 at	 Executive	 Program	 on	 Corporate	
Management（EPCM）2017,	AOTS,	Aug.	2017
Japanese	Management:	 Successes	 and	Failures,	 a	 paper	presented	 at	Executive	
Program	on	Corporate	Management（EPCM）2017,	AOTS,	Aug.	2017
Business	 Diversification	 Strategy:	 Measurement	 and	 Effects	 on	 Corporate	
Performance,
Stanford	University（AACSB［全米ビジネススクール協会］81’経営学Ph.D.論文最優秀
賞受賞論文）：Lambert	Academic	Publishing,	Saarbrucken,	Germany,	2017（近刊）
２．ケース及び解説書
「戦略的マネジメントⅡ」、2015年度用　ケース及解説書　７編
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「戦略的マネジメントⅠ」、2015年度用　ケース及解説書　７編
「戦略的マネジメントⅠ」、2016年度用　ケース及解説書　７編
「戦略的マネジメントⅡ」、2016年度用　ケース及解説書　７編
［リバース　イノベーション］、2017年度使用　クラスノート
３．社会的活動
1984年４月　（財）海外技術者研修協会（通産省）海外経営者研修EPCM主幹（至現在）
1998年９月　Global	Entrepreneurship	Monitor（GEM）英米日創設パートナ （ー至現在）
2002年４月　（財）公共政策調査会理事（至現在）
2003年４月　（財）ファイザーヘルスリサーチ振興財団評議員	兼	論文審査委員（至現在）
2005年４月　（財）医療科学研究所理事（至2016年３月）
2006年４月　静岡県先端健康産業集積構想戦略評価委員（至現在）
2010年２月　静岡県ファルマバレーセンター運営委員会委員（至現在）
2010年10月　静岡県先端健康産業集積構想第三次戦略構想委員（至現在）
2011年４月　（公社）日本経済調査協議会「日本の再設計・リーダー育成研究会」主査（至
現在）
2012年10月　日米経営科学研究所（JAIMS）Internship	Program	主査（至現在）
2012年６月—2013年10月　京都経済同友会青年政策研究部会研修主幹
2013年８月　国連Asian	Productivity	Organization（APO）主宰　APO	Research	on
	 Entrepreneurship	Initiatives	in	APO	Economies	参加国代表専門家代表（至現在）
2013年10月　（公財）海外産業人材育成協会HIDA主宰	EPCM30周年記念式典
　Keynote	Speaker（於：インド・ニューデリー）
2014年１月　（公財）海外産業人材育成協会HIDA	EPCM	Network,	Chairman（至現在）
2014年６月　（NGO）YBCT（Young	Builder	of	Cambodia	Tomorrow）奨学会代表（至
現在）
2014年７月　（公財）AFS日本協会　理事（至2016年６月）
2014年12月　Boao	がんセンター　プロジェクト座長（至2016年３月）
2015年６月　（公財）スルガ奨学財団理事（至2017年５月）
2016年９月　日本信用情報機構　コンプライアンス委員（至現在）
経営学部　准教授　山下　裕介
著書
（単著）
⑴『企業倫理研究序論―経営学的アプローチと倫理学的考察―』文理閣、2017年、全133頁。
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（分担執筆）
⑴「企業と社会―CSRから企業倫理へ」（第16章）『経営学を学ぼう』百田義治編著、中
央経済社、2013年、pp.250-266。
⑵「CSR論の系譜と課題」（第２章）『商品の安全性と社会的責任』日本流通学会監修、
小野雅之・佐久間英俊編著（日本流通学会設立25周年記念出版プロジェクト第３巻）、
白桃書房、2013年、pp.49－68。
⑶「女性、高齢者、障害者が活躍するビジネス」（第11章）『ビジネスをデザインする　
経営学入門』足立辰雄編著、ミネルヴァ書房、2015年、pp.178－190。
学術論文
⑴「企業倫理研究の方法論争―制度化と『企業倫理学』―」『［電子版］経営学論集「新
しい資本主義と企業経営」』日本経営学会編、千倉書房、2013年９月、第83集、pp.⑸
-1－⑸-12（掲載個所	http://www.jaba.jp/category/select/cid/757/pid/10354）。
⑵"A View of 'Corporethics' as the Practice for Corporate Ethics: Insights and 
Implementation Process"：『経済学論集』駒澤大学経済学会、2014年９月、第46巻第１号、
pp.47－55（Pablo	Fernandez	S.	と共同執筆）。
学会での口頭発表等
⑴「企業倫理研究の方法論	－日本・アメリカの議論を中心として－」日本比較経営学
会第41回全国大会ワークショップ（「企業と社会：CSRおよび企業倫理に関する国際
比較」）、2016年５月７日（尚絅学院大学）。
社会的活動
⑴Elected	in	"30 CSR Pros to Follow in 2015"（TriplePundit,	U.S.）,	Jan	16th,	2015.（掲
載個所	http://www.triplepundit.com/2015/01/3p-weekend-30-csr-pros-follow-2015/）
⑵公益社団法人	栃木県経済同友会	第9回社会貢献活動支援助成選考委員（2015年５月
22日～３月31日）
⑶公益社団法人	栃木県経済同友会	第10回社会貢献活動支援助成選考委員（2016年４月
22日～３月31日）
人間文化学部　教授　小黒浩司
著書
1.	単著『図書館をめぐる日中の近代』　青弓社（2016年４月13日）　280p
2.	共著『人物でたどる日本の図書館の歴史』　青弓社（2016年６月30日）　660p　共著者：
　小川徹、奥泉和久
3.	編・解題『図書館用品カタログ集成	戦前編』　金沢文圃閣（2016年10月）　２冊　文
圃文献類聚	54
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4.	単著「CIE映画『格子なき図書館』二つのシナリオ」　日本図書館研究会オーラルヒ
ストリー研究グループ編著『文化の朝は移動図書館ひかりから：千葉県立中央図書館
ひかり号研究』　日本図書館研究会（2017年３月31日）　12，259p
5.	単著「統制された文化	15」『しんぶん赤旗』2017年３月15日９面
6.	監修・解題『近代製本関係人物事典：製本業者・社の歴史製本』　金沢文圃閣（2017
年５月）　２冊　文圃文献類従	56
7.	日本図書館文化史研究会編『図書館人物事典』　日外アソシエーツ（2017年９月25日）
　440p　編集委員
学会での口頭発表等
1.	「戦時下図書館統制の諸相：駿河台図書館関係資料を中心に」　千代田図書館「一橋・
駿河台図書館業務研究会」　2015年７月17日
2.	「歴史的図書館建築保存の意義とその活用」　旧鎌倉図書館の保存と活用を考えるシン
ポジウム　2015年11月28日
3.	「旧鎌倉図書館と御成旧講堂をどう活用するか」　「御成遺産」の保全と活用を考える
シンポジウム　2016年１月31日
4.	「日本におけるライブラリー・ビューローの図書館用品」　日本図書館文化史研究会
2015年度第３回研究例会　2016年３月12日
5.	「経蔵考」　日本図書館文化史研究会2017年度第２回研究例会　2017年12月９日
社会的活動
1.	宇都宮市教育委員会「「宇都宮市読書活動推進計画」等に係る参考人」（2014年４月～
現在に至る）
2.	2016年度関東地区公共図書館協議会総会・研究発表大会　基調講演・総評（2016年６月）
3.	日本図書館文化史研究会代表（2017年４月～現在に至る）
4.	日本図書館研究会評議員（2017年４月～現在に至る）
人間文化学部　特任教授　木村直人
論文
⑴「教員の矜持」『全高長会誌』全国高等学校長協会　2015年５月20日　第64号	pp.7-9
⑵「これまでの教育に自信を持とう」『日本教育新聞』日本教育新聞社　2015年９月21
日
⑶「社会科における『主権者教育』の位置づけと課題」教職実践センター研究紀要第３
号　2016年３月　pp.42-51
⑷「学校教育における『主権者教育』と社会科の関係」教職実践センター研究紀要第４
号　2017年２月　pp.3-12
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⑸「18歳選挙権の成立と学校における主権者教育」教員免許更新講習テキスト　選択講
習「青年の社会的自立と主権者教育」2017年８月　pp.27-52
⑹「いわゆる18歳選挙権に伴う『生徒指導と進路指導』の課題～高校生の政治活動・職
業としての政治～」教職実践センター研究紀要第５号　2017年９月　pp.56-65
口頭発表
⑴「新学習指導要領のもと、各発達段階に応じた主権者教育の在り方について」栃木県
教育研究発表大会2018年１月26日　大会要項　p.5
社会的活動
⑴公益財団法人栃木県育英会	評議員選考委員会　委員（2014年４月１日～現在に至る）
⑵宇都宮市立旭中学校地域協議会研修会講師　2016年１月24日
⑶学校法人作新学院　評議員（2016年４月1日～現在に至る）
⑷高校生に対する主権者教育「18歳選挙権　あなたも主権者」等の実施（2016年４月～
2017年12月）
栃木県立宇都宮清陵高等学校、作新学院高等学校、栃木県立高根沢高、
茨城県立多賀高等学校、栃木県立小山南高等学校
⑸大学・短大生に対する主権者教育「18歳選挙権　あなたも主権者」や栃木県選挙管理
委員会との選挙啓発活動の実施（2016年６月～現在に至る）
⑹関東信越国税局租税教育セミナー教養講話「主権者教育にかかる諸課題」講師	2016
年８月８日
⑺栃木県高等学校体育連盟発足70周年記念表彰　2016年10月24日
⑻栃木県連合教育会主権者教育研究部会長（2017年４月～現在に至る）
⑼宇都宮市もったいない運動市民会議委員（2017年４月～現在に至る）
⑽宇都宮税務署管内国税モニター（2017年４月～現在に至る）
⑾未来の有権者育成推進フォーラム　コーディネーター（2017年８月３日）栃木県選挙
管理委員会・栃木県教育委員会
⑿主権者教育アドバイザー（2017年11月～現在に至る）総務省自治行政局選挙部
⒀千葉県市町村選挙管理委員会職員研修会講師（2018年１月23日）千葉県選挙管理委員
会
⒁とちぎ選挙高校生セミナー講師（2018年３月８日）栃木県選挙管理委員会
人間文化学部　准教授　狐塚貴博
著書
⑴行政支援への心理支援の必要性：　長谷川啓三・若島孔文（編）　大震災からの心の
回復―リサーチ・シックスとPTG　新曜社　2015年８月８日　pp.20-41.	若島孔文
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⑵継続カウンセリングにおける心理支援：　長谷川啓三・若島孔文（編）　大震災から
の心の回復　新曜社　2015年８月８日　pp.42-62.　野口修司
⑶解決の物語から学ぶブリーフセラピーのエッセンス―ケース・フォーミュレーション
としての物語　遠見書房　2016年３月　若島孔文
学術論文
⑴東日本大震災（15）～被災者へのこころのケア～　自治体職員の惨事ストレスに対す
るメンタルサポート―初期支援、そして中・長期的な取り組みを振り返る―：　消防
科学と情報　第119号　消防科学情報センター　2015年２月16日　野口修司・若島孔
文　pp.17-21.
⑵学校トラウマへの支援―SCができること：　子どものこころと学校臨床　第13号　
遠見書房　2015年８月20日　pp.26-33.　若島孔文　
⑶学校と家庭で態度が違う子：　児童心理　第69巻　第17号　2015年12月１日　pp.65-
69.
⑷危機支援におけるリソースの活用―東日本大震災における被災者支援活動の実践から
―　コミュニティ心理学研究　第21巻　第１号　2017年８月31日　pp.	37-40.	熊倉志
乃
学会発表
⑴子どもの問題行動に対する夫婦間提携の有効性：　日本ブリーフセラピー協会第７回
学術会議　2015年９月６日　日本ブリーフセラピー協会第７回学術会議発表論文集　
p.17．堀江　桃・山田佑美・和氣絵美
⑵学習支援を求める母親に対する解決構築の有効性：　日本ブリーフセラピー協会第７
回学術会議　2015年９月６日　日本ブリーフセラピー協会第７回学術会議発表論文集
　p.16．山田佑美・和氣絵美・堀江　桃
⑶不登校の問題に対するウェルフォームド・ゴールの設定―不登校の娘への対応に悩む
母親の事例から―:　日本ブリーフセラピー協会第８回学術会議	2016年11月27日　日
本ブリーフセラピー協会第８回学術会議発表論文集，p.56．熊倉志乃・石川愛来
⑷抽象度の高い悪循環を描く―職場のストレス問題に対するブリーフセラピーの事例か
ら―：日本ブリーフセラピー協会第８回学術会議　2016年11月27日　日本ブリーフセ
ラピー協会第８回学術会議発表論文集，p.57．粒良知加・熊倉志乃・堀江　桃・河野
雄二
⑸思春期の家族構造と子どもの外在的・内在的問題行動との関連：日本ブリーフセラピー
協会第８回学術会議　2016年11月27日	日本ブリーフセラピー協会第８回学術会議発
表論文集，p.49．堀江　桃
⑹子どもの問題行動に対する家族内役割の変化―家族ライフサイクルにおけるステージ
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移行の観点から―　日本ブリーフセラピー協会第８回学術会議　2016年11月27日　日
本ブリーフセラピー協会第８回学術会議発表論文集，p.58．屋代剛典・君嶋志保美・
熊倉志乃・海老沼李奈
⑺肯定的関係の構築に関連するコミュニケーション・パターンの研究―教師と保護者間
で取り交わされる連絡帳の分析から―　日本家族心理学会第34回大会（作新学院大
学）2017年９月１日　日本家族心理学会第34回大会プログラム・発表論文集，pp.72-
73．熊倉志乃
⑻青年期における家族構造と子どもの問題行動との関連―中学生からみる家族関係、現
実と理想との差異に着目して―　日本家族心理学会第34回大会（作新学院大学）　
2017年９月１日　日本家族心理学会第34回大会プログラム・発表論文集，p.98．原田
智穂・須永夏海
⑼妻が夫に望む時期的なニーズと夫婦関係満足度との関連―家族ライフサイクルの視点
から―　日本家族心理学会第34回大会（作新学院大学）2017年９月１日　日本家族心
理学会第34回プログラム・発表論文集，p.104．屋代剛典
社会的活動
⑴日本ブリーフセラピー協会（National	Foundation	of	Brief	Therapy:	NFBT）　理事
（2014年４月１日～現在に至る）
⑵宇都宮市廃棄物減量等推進審議会　委員（2014年７月～2016年６月まで）
⑶第二管区海上保安本部　心の健康対策アドバイザー（2014年11月１日～現在に至る）
⑷栃木県教育委員会　河内地区スーパーバイザー（2016年４月～現在に至る）
⑸日本家族心理学会　第12期　常任理事（2016年10月～現在に至る）
人間文化学部　教授　小林千枝子
著書
『到達度評価入門―教育方法の開拓へ―』
　共著（共著者：平岡さつき、中内敏夫）全252頁　2016年３月　昭和堂
小山歴史研究会『小山の昭和史』共著　2018年刊行予定
　前篇「第３章　教育文化　Ⅰ　昭和後期の教育文化」（単著）担当
　後篇「第３章　教育文化　Ⅰ　昭和後期の教育文化」（単著）担当
　後篇「第３章　教育文化　Ⅱ　新制中学校と新制高等学校」（単著）担当
『現代教育の基礎理論（仮）』共著　2018年４月刊行予定　ミネルヴァ書房
　「第５章　生活指導―その特色と役割―」（単著）担当
『写真アルバム　栃木・小山・下野・下都賀の昭和』監修・小森谷昭平（共著）　2018年
２月刊行　いき出版
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「10　民主主義教育の出発」リード文（単著）およびキャプション（共同））担当
「第10章コラム　元気な子どもたち」リード文（単著）およびキャプション（共同）担当
学術論文等
「研究ノート　戦後日本を小中学校教師として生きた瀬下吉雄―栃木県における口述の
戦後教育史　その１―」
	 単著　2015年11月　『教科外活動と到達度評価』第16号
	 全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「研究ノート　今はなき中学校の成立と展開が物語る世界―栃木県下都賀郡寒川村立寒
川中学校―」
	 単著　2016年３月　『作大論集』第６号　作新学院大学
「道徳指導の到達度評価論的あり方」
	 単著　2016年８月　『今日からはじめる楽しい授業づくり』第５号
	 全国到達度評価研究会
「書評に応えて」
	 単独　2016年９月　『日本教育史研究』第35号　日本教育史研究会
「研究ノート　自由を貫いた教師、石川学―栃木県における口述の戦後教育史　その２
―」
	 単著　2016年11月　『教科外活動と到達度評価』第17号
	 全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「書評　竹内常一著『新・生活指導論――ケアと自治／学びと参加』」
	 単著　2016年11月　『教科外活動と到達度評価』第17号
	 全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「書評　木村元著『学校の戦後史』
	 単著　2016年12月　『教育目標・評価学会紀要』第26号
	 教育目標・評価学会
「書評　河合務著『フランスの出産奨励運動と教育』」
	 単著　2017年６月　『教育学研究』第84巻第２号
	 日本教育学会
「研究ノート　『地域』がはらむ深みと広がり―『地域と教育の会』渡良瀬川流域集会開
催を通して―」
	 単著　2017年12月　『教科外活動と到達度評価』第18号
「シリーズ小山の歴史185　栃木農業高校の分校があった時代」
	 単著　2018年２月　『広報小山』
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学会発表・講演等
「戦後日本の地域と教育」（講演）
	 単独　2015年８月　第40回地域と教育の会全国大会
	（講演記録が『地域と子ども通信』第324号、2015年10月、１～18頁に掲載された。）
「今はなき中学校の成立と展開が物語る世界―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校と寒
川村立寒川中学校―」（自由研究）
	 単独　2015年11月　教育目標・評価学会第26回大会　京都教育大学
「転換期としての高度成長期―長期波動の変化をとらえる社会史・心性史の方法による
―」（講演）
	 単独　2016年１月　小山歴史研究会総会
「戦後日本の地域と教育―奥丹後から栃木県南地域へ―」
	 単独　2016年９月　日本教育史学会第605回例会　立教大学
「高等学校定時制課程の教育目的論―栃木県小山高等学校定時制課程を手がかりに―」
	 単独　2016年11月　教育目標・評価学会第27回大会　一橋大学
「地域の歴史を探ることが教育にどう作用するか―足尾鉱毒事件・谷中村廃村問題から
今を考える―」（講演）
	 単独　2017年８月　第42回地域と教育の会全国大会渡良瀬川流域集会
	（講演記録が『地域と子ども通信』第329号、2017年10月、４～17頁に掲載された。）
「〈若者〉から〈青年〉へ、そして今―現代日本の〈大人になること〉―」（講演）
	 単独　2017年10月　第11回栃木県私学のつどい2017
「課題研究１　生活世界における『つながり』とその人間形成―その目標・評価論的検討
　　『地域』を教育目標とすることからみえてくる『つながり』の意義と課題」
	 単独　2017年11月　教育目標・評価学会第28回大会　金沢大学
社会活動等
教育目標・評価学会理事（1992年～現在に至る）
小山歴史研究会理事（2016年１月～現在に至る）
特別審査員等審査専門委員及び国際事業委員会・書面評価員（2016年８月～2017年７月）
　独立行政法人日本学術振興会
作新学院大学教員免許状更新講習必修講習担当（2009年度～現在に至る）
　　「学校と子どもをめぐる教育の最新事情と発達の保障・支援の方法」（共同）
作新学院大学教員免許状更新講習選択講習担当（2017年度～現在に至る」
　　「青年の社会的自立と主権者教育」（共同）
外部資金獲得
「高等学校定時制・通信制課程の社会史研究―戦後日本の青年の生き方に関する研究―」
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　（研究代表者　小林千枝子）独立行政法人・科学技術振興会　科学研究費助成　基盤
研究（Ｃ）（一般）　2011～2015年度　課題番号23531020
「青年の教育社会史―栃木県南部の新制中学校や高等学校定時制課程に焦点をあてて―」
　（研究代表者　小林千枝子）独立行政法人・科学技術振興会　科学研究費助成　基盤
研究（Ｃ）（一般）　2016～2019年度　課題番号16Ｋ04483」
編集成果（冊子の作成）
石川学『栃木県南教職史・生活史シリーズ１　教職生活をふりかえって』2016年９月
山中宏樹『栃木県南教職史・生活史シリーズ2　教職者さまざま―国民学校と新制中学
校の恩師の思い出―』2017年12月
人間文化学部　特任教授　佐久間宏
学術論文
⑴こころみ学園に関する研究	―	人間教育を中心として	―	：作大論集　作新学院大学・
作新学院大学女子短期大学部　2016年３月　第６号　pp.35-60
⑵知的障害児の視覚パターン認識に関する研究	：作大論集　作新学院大学・作新学院
大学女子短期大学部　2017年３月　第７号　pp.33-53
⑶知的障害児の視覚パターン認識に関する研究	―	模写テストを中心として	―	：作大
論集　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部　2018年３月　第８号
社会的活動
⑴公益財団法人飯塚毅育英会奨学生選考委員（2013年４月～現在に至る）
⑵栃木県教育支援委員会委員長（2014年７月～現在に至る）
⑶栃木県・「平成29年度防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業」推進委員
（2017年７月３日～2018年２月28日）
人間文化学部　特任教授　中山綠朗
著書
中山綠朗著『日本語史の探訪―記録語・古辞書・文法・文体―』：おうふう　2016年２
月
学術論文等
「外国人による日本語文法研究」：『悠久』第143号　鶴岡八幡宮　2015年10月　PP.120-
124
「「副詞」―品詞分類上の課題―」：中山緑朗・飯田晴巳監修『品詞別　学校文法講座　
第４巻（副詞・連体詞・接続詞・感動詞）』　明治書院　2015年12月
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社会的活動
⑴栃木県立図書館評議委員（2011年４月1日～現在に至る）
人間文化学部　教授　松田真幸
学術論文
⑴意思決定と確率判断における個人差　―メタ認知と情報処理スタイルとの関連で―：
　作大論集　2017年３月　第７号　pp.	151-162
短期大学部　教授　青木章彦
著書
⑴『ふれあい学習推進実践事例集　-ふれあい学習が目指す地域のすがた-』　栃木県教育
委員会　平成27年３月　72ページ（共著、委員長）
⑵「川の生きもの調べ」	p36-37：『アクティブ・ラーニングと環境教育（教育技術
MOOK）』　日本環境教育学会（編集）　平成28年６月（共著）
学術論文
⑴Research	 on	 the	 Support	 of	Early	Childhood	Education	 using	High-Presence	
Video,Hideyuki	Takahashi,	Masao	Kasuga,	Akihiko	Aoki,	Chiho	Kashimada,	Tomoya	
Shimura,	 Seiichi	Tanaka	and	Sakae	Saito,International	Workshop	on	Advanced	
Image	Technology（IWAIT）2015,	Tainan,	Taiwan,	 IWAIT	&	 IFMIA	 2015	
Proceedings（CD-ROM）,	査読有,	Paper	No.289,（2015.1）
⑵本学保育者養成課程におけるピアノ教育のニーズアセスメント　小栗貴弘・岸本智典・
青木章彦　作大論集，６，2016
⑶本学保育者養成課程におけるピアノ教育の現状と課題　長澤順・山﨑由美子・青木章
彦・小栗貴弘　作大論集，６，2016
⑷幼児教育における小動物の取り上げ方に関する一考察　青木章彦　教職実践センター
研究紀要，2017
教育的な業績
⑴市貝町主催の「里山を生かした環境教育と人づくり、地域づくり」と題したシンポジ
ウムにおいて、パネルディスカッションのパネラーコーディネーターを務めた。（平
成27年１月18日）
⑵宇都宮市環境学習センター主催の環境大学において、「地球温暖化と生物多様性　～
県内の動植物への影響～」と題して講演を行った。（平成27年２月７日）
⑶㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成26年度　渡良瀬遊水地環境学
習講座」で、「環境学習フィールドの生物相の変化について　-フィールドノートより-」
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と題して、試験掘削地の現状について解説した。（平成27年２月11日）
⑷渡良瀬遊水地において実施されている「セイタカアワダチソウ・ヤナギ除去作戦」を
企画立案し、市民団体・国土交通省・県・市町が協働して、湿地の保全活動を指導し
た。参加者は、５月17日が500名、７月12日が500名、12月20日が500名であった。
⑸栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の森林環境学習　「「自然観察」から「環境学習」へ発展させる方法を学ぼう」と題して、
体験学習の重要性や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法について、自然
観察を環境学習に発展させる方法の講義及び実習を行った（平成27年２月19日）。
⑹環境教育関東ミーティング2014実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2014」
で、実行委員長を務め、全体のコーディネートを行った。また、全体会を取り仕切っ
た。なお、参加者は100名を超え、韓国の研究者も参加した。（平成27年２月28日～３
月１日）
⑺宇都宮市環境学習センター主催の学習会で、講義を行うとともに、フィールドワーク
を行い、渡良瀬遊水地を案内し、セイタカアワダチソウの除去も行った。（平成27年
４月11日）
⑻小山市主催の渡良瀬遊水地観察会において、講師を務めた。（平成27年７月７日）
⑼宇都宮市立美術館主催の自然観察会において、講師を務めた。（平成27年６月13日、
11月28日）
⑽宇都宮市環境学習センター主催の学習会で、講義を行うとともに、フィールドワーク
を行い、渡良瀬遊水地を案内し、オオブタクサの除去も行った。（平成27年６月20日）
⑾下都賀地区中教研主催の理科教諭研修会において、自然観察に関する講義と実地研修
を行った。（平成27年６月25日）
⑿小山市主催のラムサールシンポジウムにおいて、「治水機能を最優先としたエコミュー
ジアム化」と題した講演を行うとともに、パネルディスカッションのパネラーを務め
た。（平成27年７月４日）
⒀栃木県総合教育センター主催の「環境学習プログラム研修」において、基調講演を行っ
た。（平成27年７月７日）
⒁国土交通大学校「平成27年度専門課程河道計画・環境研修」で講師を務め、渡良瀬遊
水地での現地研修（平成27年７月10日）と講義（平成27年７月８日）を担当した。
⒂「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、80名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成27年８月３日～７日）
⒃栃木県主催の１泊２日の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生
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物多様性や奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、
奥日光でのフィールドワークも実施した。（平成27年８月10日～11日）
⒄野木町主催の渡良瀬遊水地自然観察会で講師を務めた。（平成27年10月10日）
⒅宇都宮市環境学習センター主催の親子自然観察会において、本学学生ボランティア５
名を指導しながら講師を務めた。（平成27年10月18日）
⒆栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の森林環境学習　「「自然体験」を「自然観察」につなげる方法を学ぼう」と題して、
体験学習の重要性や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての講義
及び実習を行った（平成27年10月19日）。
⒇栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「生物多様性を守る実践講座　「「みん
なで守ろう！！とちぎの生物多様性」―“人と自然が共生するとちぎ”のための基礎講
座―」と題して、講義とワークショップを行った。この講座は、今年度から栃木県生
物多様性アドバイザーの養成講座を兼ねている（平成27年11月３日）。
栃木県主催の「奥日光ラムサール条約登録湿地保全シンポジウム」でパネルディスカッ
ションのコーディネーターを努めた。（平成27年11月８日）
宇都宮市立簗瀬小学校において、特別授業として、田川において水生生物の観察を行っ
た。（平成27年９月29日、11月24日）
市貝町主催の「農村起業で，人も自然も元気に！」と題したシンポジウムにおいて、
パネルディスカッションのパネラーコーディネーターを務めた。（平成27年12月13日）
小山市主催のおやま市民大学において、「渡良瀬遊水地と環境教育	–	環境を通して学
ぶ	–」と題して、講演とワークショップを行った。（平成28年１月13日）
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「体験から始める森林環境学
習　「自然観察」を「環境学習」へ発展させる方法を学ぼう」と題して、体験学習の
重要性や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての講義及び実習を
行った（平成28年２月４日）。
栃木県教育委員会主催の「地域教育コーディネーター養成セミナー」において、「地
域教育コーディネーターに期待される役割」と題して講話を行うとともに、事例発表
の講評を行った。
全国生涯学習まちづくり研究大会2016「全国学びとまちづくりフォーラムin	佐野」
において、「渡良瀬遊水地湿地保全・再生プロジェクト」と題して講演を行うとともに、
パネルディスカッションのパネラーを務めた。（平成28年３月６日）
㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成26年度　渡良瀬遊水地環境学
習講座」で、「環境学習フィールドの生物相の変化について　-フィールドノート2015
より-」と題して、試験掘削地の現状について解説した。（平成27年２月11日）
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環境教育関東ミーティング2015実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2014」
で、実行委員長を務め、全体のコーディネートを行った。また、全体会を取り仕切っ
た。なお、参加者は100名を超えた。（平成28年２月13日～2月14日）
渡良瀬遊水地において実施されている「セイタカアワダチソウ・ヤナギ除去作戦」を
企画立案し、市民団体・国土交通省・県・市町が協働して、湿地の保全活動を指導し
た。参加者は、２月、５月、７月、10月、12月に合計５回実施した。それぞれの会に
は数100名の参加者があった平成28年）。
栃木県自然観察指導員連絡協議会主催の自然観察指導員研修会において、フィールド
での自然観察の指導を行った。（平成28年５月15日）
国土交通大学校「平成28年度専門課程河道計画・環境研修」で講師を務め、講義（平
成28年７月４日）と渡良瀬遊水地での現地研修（平成28年７月8日）を担当した。
茨城県高等学校教育研究会主催の夏季研究大会（生物）において、基調講演を行うと
ともに、渡良瀬遊水地において自然観察会及び、保全活動の指導を行った。（平成28
年８月２日）
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、80名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成28年８月５日～10日（５泊６日））
第４回生物の多様性を育む農業国際会議（ICEBA）2016	 in	おやまにおいて、実行委
員を務めるとともに、第５分科会の副座長を務めた。また、渡良瀬遊水地について発
表するとともに、クロージングのパネラーを務めた。（平成28年８月26日～28日）
栃木県主催の「生物多様性アクション講座」において、基調講演を行うとともに、ク
ループワークの指導と講評を行った。（平成28年９月17日、10月８日）
野木町ボランティア支援センタ 「ーきらり館」主催の「きらり館トーク」において、「渡
良瀬遊水地の自然と保全」と題して講演を行った。（平成28年９月23日）
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「森林環境学習の基礎基本①
　「木を見る　木を覚えよう」」と題して、木の種類の覚え方を講義するとともに、学
校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての実習を行った（平成28年10
月18日）。
宇都宮市立美術館主催の自然観察会において、講師を務めた。（平成28年12月４日）
国土交通省関東地方整備局主管の「関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会」の
専門部会において、渡良瀬遊水地について講演を行った。
小山市教育委員会主催のおやま市民大学において「渡良瀬遊水地と環境教育」につい
て講演を行った（平成29年１月31日）。
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渡良瀬遊水地において実施されている「セイタカアワダチソウ・ヤナギ除去作戦」を
企画立案し、市民団体・国土交通省・県・市町が協働して、湿地の保全活動を指導し
た。参加者は、２月、５月、７月、12月に合計4回実施した。それぞれの会には数100
名の参加者があった（平成29年）。
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「森林環境学習の基礎基本②
　「森を見る　森の生態系を知ろう」」と題して、木の種類の覚え方を講義するととも
に、学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての実習を行った（平成
29年２月17日）。
宇都宮市環境学習センター主催の講座において、「春の渡良瀬遊水地で、遊び、学ぶ」
と題して、講演を行うとともに、自然観察やセイタカアワダチソウの抜き取りなどの
フィールドワークを指導した（平成29年４月29日）。
ラムサールネットワーク日本主催の湿地のグリーンウエーブにおいて、フィールド
ワークの指導を行った（平成29年５月７日）。
いすゞ自動車株式会社栃木工場において、「渡良瀬遊水地における協働による環境保
全活動」と題して講演を行った（平成29年６月19日）。
小山市主催の「おさかなワイワイ大作戦」を企画立案・指導し、数100人が参加して、
オオクチバス等の外来魚を地引き網で駆除した（平成29年６月25日）。
国土交通大学校「平成29年度専門課程河道計画・環境研修」で講師を務め、渡良瀬遊
水地での現地研修（平成29年７月７日）を担当した。
小山市主催の渡良瀬遊水地ラムサール条約登録５周年シンポジウムにおいて、「ラム
サール条約登録とエコミュージアム化の５年の推移」と題して基調講演を行うととも
に、日本野鳥の会会長の柳生博さんとの対談を行った（平成29年７月９日）。
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、80名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成29年８月３日～８日（５泊６日））
栃木県主催の「わたしの夢を社会の力に」において、「ボランティア活動について」
と題して基調提案を行った（平成29年９月27日）。
国土交通省主催の「技術エキスパート（環境部会）研修会」において、現地視察を指
導した（平成29年９月29日）。
芳賀青年の家主催の「こども防災キャンプ」を企画立案・指導した（平成29年９月30
日・10月１日）。
栃木県教育委員会主催の放課後活動指導者研修において、「よりよい放課後活動を目
指して」と題して基調講演を行うとともに、事例発表の講評を行った（平成29年10月
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３日）。
宇都宮市環境学習センター主催の「こどもエコクラブリーダー研修会」において、幼
児向け環境学習プログラムの指導を行った。ボランティアで本学学生ボランティア５
名も参加した（平成29年10月14日）。
小山市立下生井小学校の特別授業で、渡良瀬遊水地において水生生物の観察を指導し
た（平成29年10月16日）。
宇都宮市教育委員会主催の「宇都宮市民大学（後期）専門講座」において、「自然に
親しみ、自然を守る」と題して２回の講義を行った（平成29年11月６日・13日）。
栃木県主催の「生物多様性アクション講座」において、「生物多様性の現状と課題」
と題して基調講演を行うとともに，ワークショップのファシリテーターを務めた（平
成29年12月10日）。
栃木県教育委員会事務局安足教育事務所主催の「安足地区地域教育コーディネーター
養成研修」において、「学校と地域のよりよい連携の在り方について」と題して講演
を行った。
栃木県教育委員会主催の「平成29年度「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動フォー
ラム」において、「心豊かでたくましい子どもの育成は豊かな体験から」と題して基
調講演を行うとともに、事例発表の講評およびまとめの講演を行った。
社会的活動（主に現在務めているもの）
⑴栃木県文化財保護審議会委員（現在）
⑵栃木県地球温暖化防止活動推進センター運営委員会委員長（現在）
⑶第34期栃木県社会教育委員（現在）
⑷宇都宮市子ども･子育て会議会長（現在）
⑸栃木市環境審議会会長（現在）
⑹那須町環境審議会会長（現在）
⑺第３次日光杉並木街道保存管理計画策定委員会委員（現在）
⑻日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員（現在）
⑼県民の命を守る河川砂防構想懇談会委員（栃木県）（現在）
⑽栃木県河川整備計画懇談会委員（現在）
⑾栃木県国土利用計画審議会委員（現在）
⑿利根川水系河川整備計画	鬼怒川・小貝川有識者会議委員（国土交通省関東地方整備局）
（現在）
⒀渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会委員（国土交通省利根川上流河川事務所）（現
在）
⒁渡良瀬遊水地湿地保全・再生モニタリング委員会（国土交通省利根川上流河川事務所）
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（現在）
⒂南関東エコロジカル・ネットワーク形成に関する検討委員会（国土交通省関東地方整
備局）（現在）
⒃渡良瀬遊水地エリアエコロジカル・ネットワーク推進協議会会長（国土交通省関東地
方整備局）（現在）
⒄渡良瀬遊水地エリア検討部会会長（国土交通省関東地方整備局）（現在）
⒅下館河川事務所総合評価審査分科会委員（国土交通省下館河川事務所）（現在）
⒆小山市ラムサール条約湿地登録・コウノトリ野生復帰推進協議会副会長（現在）
⒇小山市生物多様性地域戦略検討協議会副会長（現在）
第２次宇都宮市緑の基本計画策定懇談会委員（現在）
那須平成の森基金委員会委員（環境省関東地方環境事務所）（現在）
北関東自動車道鳥類モニタリング検討委員会委員長（ネクスコ東日本宇都宮工事事務
所）（現在）
壬生町羽生田地区用地造成事業自然環境保全モニタリング委員会委員長（栃木県企業
局）（現在）
鬼怒テクノ通り希少動植物種モニタリング検討会委員長（栃木県）（現在）
宇都宮高根沢バイパス自然環境保全検討会委員長（栃木県）（現在）
ごみ処理施設建設に係る猛禽類調査検討会委員長（芳賀地区広域事務組合）（現在）
栃木市千塚町上川原地区開発事業に係る自然環境保全対策検討委員会委員長（現在）
オオタカの森保全モニタリング検討会委員長（日光市）（現在）
栃木県自然保護功労賞・奨励賞選考審査会委員（読売新聞宇都宮支局・日本野鳥の会
栃木）（現在）
財団法人栃木県環境技術協会評議員（現在）
渡良瀬遊水地第２調節池環境学習フィールド利用促進連絡会委員（㈶渡良瀬遊水地ア
クリメーション振興財団）（現在）
栃木地域技術懇談会委員（ネクスコ東日本）（現在）
環境教育ネットワークとちぎ代表（現在）
栃木県植物研究会幹事（現在）
栃木県ネイチャーゲーム協会監事（現在）
わたらせ未来基金代表世話人（現在）
とちぎ学生未来創造会議オブザーバー（現在）
コウノトリトキの舞うふるさとおやまをめざす会理事（現在）
越後・日光・三国山系カモシカ保護地域特別調査に係る指導委員会委員（栃木県、群
馬県、長野県、新潟県の各教育委員会）（現在）
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アジア環境創造型稲作技術会議2013実行委員会委員、第３分科会を担当（平成25年２
月１日～10月31日）
環境教育関東ミーティング実行委員会委員長（平成25年２月１日～平成28年３月31日）
公益財団法人日光杉並木保護財団理事（平成25年４月１日～現在）
体験活動センターわたらせ運営委員会委員（平成25年４月１日～現在）
馬頭最終処分場建設検討委員会委員（平成25年９月９日～現在）
市貝町都市再生整備計画評価委員会委員長（平成26年２月１日～現在）
栃木県ふれあい学習推進委員会委員長（平成25年４月１日～平成28年３月31日）
関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会委員（平成26年２月１日～現在）
関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会　コウノトリ生息環境整備・推進専門部
会委員（平成26年２月１日～現在）
第4回生物多様性を育む農業国際会議2016実行委員会監事（平成27年10月１日～平成
28年12月31日）
宇都宮市環境審議会委員（現在）
短期大学部　准教授　小栗貴弘
業績
著書
〔分担執筆〕
⑴スクールカウンセラーによる予防的介入：コミュニティ・アプローチの実践─連携と
協働とアドラー心理学　箕口雅博　遠見書房　2016年３月18日　pp.91-98
⑵小学校等との連携：障がい児保育の基本と課題　井村圭壯・今井慶宗　学文社　2016
年９月15日　pp.101-107
学術論文
⑴不登校と中退（特集　背景に潜む	"困難さ"	にどう気づくか　学校に行かない子　行
けない子）：月刊生徒指導６月号　学事出版　2015年６月　第45巻７号　pp.29-31
⑵本学保育者養成課程におけるピアノ教育の現状と課題：作大論集　作新学院大学・作
新学院大学女子短期大学部　2016年３月31日　第６号　pp.	189-203　長澤順・山﨑由
美子・青木章彦
⑶本学保育者養成課程におけるピアノ教育のニーズアセスメント：作大論集　作新学院
大学・作新学院大学女子短期大学部　2016年３月31日　第６号　pp.173-188　岸本智
典・青木章彦
⑷高校生を対象としたソーシャルスキルトレーニングの評価研究―尺度作成および効果
評価―：Journal	of	Health	Psychology	Research　健康心理学会　2017年　第21巻　
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pp.139-149
⑸次世代を育む日本コミュニティ心理学会：コミュニティ心理学研究　日本コミュニ
ティ心理学会　2017年８月　第21巻　pp.9-16
⑹「個別の指導計画」を用いた発達障害のある幼児の理解と支援	－	支援案と支援ツー
ルの作成	－：作新学院大学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部
　2017年12月　第１号
⑺わいわいひろば活動報告	－	2016年度から2017年度の利用者調査より	－：作新学院大
学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2017年12月　第１号　設
楽紗英子・宍戸良子・坪井真
⑻高校中退予防としての学習スキル獲得の効果	－	英単語学習における流暢性獲得	－：
教職研究　立教大学　2018年２月　第31号　大橋智
⑼漢字学習における学習スキルのユニバーサルデザインの検討	－	高校中退の普遍的予
防のためのアナログ研究	－：作大論集　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学
部　2018年３月　第８号
⑽保育者養成課程におけるICTを用いたピアノ教育の効果	－	介入群と統制群の比較実
験を通した検証	－：作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部教職実践センター
研究紀要　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部　2018年３月　第５号　長澤
順・岸本智典・青木章彦
学会での口頭発表等
⑴高校中退リスク評価尺度（RASHD）の開発⑴	－	項目分析および因子分析を用いた
項目の選定	－：日本コミュニティ心理学会第18回大会　2015年６月20日　日本コミュ
ニティ心理学会第18回大会プログラム・発表論文集　p.58-59
⑵高校中退リスク評価尺度（RASHD）の開発⑵	－	縦断的調査を通した予測的妥当性
の検討	－：日本教育心理学会第57回総会発表論文集　2015年８月26日　日本教育心
理学会第57回総会発表論文集　p.658
⑶定時制高校におけるソーシャルスキルトレーニングの効果評価	－	ワークシートを用
いた教示と応答の作成	－：日本健康心理学会第28回大会プログラム　2015年９月5日
　日本健康心理学会第28回大会プログラム　p.24-25
⑷子どもを成長させるコミュニティ・アプローチについて考える：日本コミュニティ心
理学会第19回大会　2016年
⑸定時制高校におけるSSWとSCの連携による効果的支援　～校内支援による中退予防
と関係機関とのネットワークによる就労支援の実践報告～：日本学校ソーシャルワー
ク学会第11回全国大会　2016年　吉永惠子
⑹高等学校における「教科指導の配慮や工夫」の充実のために：日本特殊教育学会第55
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回大会　2017年　大橋智・原健太郎・矢野善教・若林上総
⑺地域，組織，他職種との連携とさまざまなアプローチ：日本家族心理学会第34回大会
　2017年　生田倫子・野崎智仁・上田将史・牧　裕夫・亀口憲治
⑻高校中退予防としての学習スキル獲得の試み	－	英単語学習における流暢性獲得とそ
の効果	－：日本LD学会第1回研究集会　2017年　大橋智
社会的活動
⑴埼玉県教育委員会　スクールカウンセラー（2008年～現在に至る）
⑵埼玉県教育委員会　特別支援教育巡回支援員（2013年～現在に至る）
⑶戸田市教育委員会　発達支援巡回相談員（2013年～現在に至る）
短期大学部　講師　岸本智典
業績
著書
［共著］
⑴岸本智典編著、大厩諒・入江哲朗・岩下弘史共著『ウィリアム・ジェイムズのことば
――アメリカ的思考の源流へ（仮）』教育評論社、2018年３月刊行予定。
［分担執筆］
⑴「第３章　保育の歴史　世界」、佐藤康富編『新しい保育原理』大学図書出版、2016
年４月５日発行、29-39頁。
⑵「補論４　アメリカ「児童研究」から教育心理学へ」、眞壁宏幹編著『西洋教育思想史』
慶應義塾大学出版会、2016年４月30日発行、526-534頁。
⑶「第３章　目指すべき理想の教師像なんてあるのか？――歴史のなかの教師像と「教
師」への期待の変遷」、井藤元編著『ワークで学ぶ教職概論』ナカニシヤ出版、2017
年４月15日発行、29-42頁。
⑷「人を計画的に育てることはどのように考えられてきたか？――学校における生活知
をめぐる教育論争からカリキュラム論の誕生へ」、尾崎博美・井藤元編著『ワークで
学ぶ教育課程論』ナカニシヤ出版、2018年３月刊行予定。
⑸「第６章　海外の教育史（近代教育学の成立～新教育運動）」、森田健宏・田爪宏二監
修、島田和幸・高宮正貴編著『教職エクサイズ　教育原理』ミネルヴァ書房、2018年
３月刊行予定。
学術論文
［単著］
⑴「初期ウィリアム・ジェイムズの理想主義批判」［部会研究例会報告： 関東部会］日
本イギリス理想主義学会編『イギリス理想主義研究年報』第11号、2015年８月20日発
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行、40-43頁。
⑵「教育学としての「公衆」形成論――デューイ民主主義思想の諸条件の方へ」教育思
想史学会編『近代教育フォーラム』第24号、2015年９月12日発行、50-55頁。
⑶「W.	ジェイムズ教育論の位置⑴――H.	ミュンスターベルク「習慣形成」論との比較
のもとで」『作大論集』第６号、2016年３月15日発行、95-106頁。
⑷「W.	ジェイムズ教育論における「活動」概念の再解釈――「意識の生物学的基礎」
の強調とその教育観への帰結」『作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部	教職実
践センター研究紀要』第３号、2016年３月31日発行、13-22頁。
⑸「W.	ジェイムズ教育論における「注意の持続」の意味」『日本デューイ学会紀要』第
58号、2017年10月１日発行、1-10頁。
⑹「教育史はいかにして教員養成に組み込まれえたか――キリスト教的価値の消失過程
におけるライナス・ブロケット『教育の進歩と歴史』の意義」『作新学院大学女子短
期大学部研究紀要』第１号、2017年12月25日発行、24-34頁。
［共著］
⑴小栗貴弘・岸本智典・青木章彦「本学保育者養成課程におけるピアノ教育へのニーズ
アセスメント」『作大論集』第６号、2016年３月15日発行、173-188頁。
学会での口頭発表等
［個人研究発表］
⑴「「児童研究運動」の思想史的文脈」2015年度第２回比較教育理論・思想史研究会（於：
慶應義塾大学）、2015年７月11日。
⑵「W.	ジェイムズ教育論における「注意の持続」の意味――「注意」は人間の条件た
りうるか」日本デューイ学会第60回大会（於：岐阜大学）、2016年９月17日。
⑶「W.	ジェイムズ教育論における「注意」概念とその思想史的文脈」アメリカ教育史
研究会2016年度全体集会（於：ホテル新大阪東口ステーションビル）、2017年１月８日。
⑷「W.	ジェイムズの「変異」概念がもつ教育学史的含意――心理学化する教育的思
考への抵抗のなかで」2016年度第３回比較教育理論・思想史研究会（於：東京大学）、
2017年２月18日。
⑸「米国〈教育思想史〉の誕生とペスタロッチ――ライナス・ブロケット『教育の歴史
と進歩』（1860）に着目して［コロキウム２：〈教育思想史〉の誕生⑵――ペスタロッ
チと英米教育思想史（企画者・司会者：相馬伸一・下司晶、報告者：椋木香子・高宮
正貴・岸本智典、指定討論者：眞壁宏幹）］」教育思想史学会第27回大会（於：武庫川
女子大学）、2017年９月９日。
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短期大学部　講師　宍戸良子
著書
〔共著〕
・	『記録でつながる人と人／みつけた！ラーニング・ストーリー／記録から行動の意味
を探るカンファレンスへの展開』：大阪国際大学短期大学部　2016年３月１日　全114
頁　宍戸良子・三好伸子
〔分担執筆〕
・	「第２章　園内でのマナーと常識」：『これだけは身につけたい新・保育者の常識67』　
谷田貝公昭（監修）　一藝社　2015年12月８日　pp.36－43
・	「第４章　保育者養成校における実践」：『ヴィジブルな保育記録のススメ：写真とコメ
ントを使って伝える』　小泉裕子・佐藤康富　すずき出版　2017年10月17日　pp.83－
92
学術論文
〔単著〕
・	「学生の保育指導計画立案プロセスから見えてきた教授法改善に関する一考察」（査読
無）：関西教育学会年報　関西教育学会　2015年８月31日　第39号　pp.131-135
〔共著〕
・	「わいわいひろば活動報告－2016年度から2017年度の利用者調査より－」：作新学院大
学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2017年12月　第１号　設
楽紗英子・宍戸良子・小栗貴弘・坪井真
・	「乳児保育に関する体験学習の教育効果」：作新学院大学女子短期大学部研究紀要　作
新学院大学女子短期大学部　2017年12月　第１号　宍戸良子・坪井真
・	「ラーニング・ストーリー実践保育者の語り－ニュージーランドにおける子ども理解
と自己理解を深める保育の営み－」：甲南女子大学研究紀要　2018年３月　第54号　
pp.87-98　三好伸子・宍戸良子
・	「保育カンファレンスにおける対話的解釈を育むための基礎条件－ラーニング・ストー
リー学習会後の学生と保育者の語りより－」：甲南女子大学研究紀要　2018年３月　
pp.99-113　第54号　三好伸子・宍戸良子
学会での口頭発表等
・	「ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑴－保育現場での記録の実際－」：日本
保育学会第68回全国大会　2015年５月９・10日　日本保育学会第68回大会発表要旨集
録（DVD）　宍戸良子・三好伸子
・	「ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑵－実践する保育者の語りより－」：日
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本保育学会第68回全国大会　2015年５月９・10日　日本保育学会第68回大会発表要旨
集録（DVD）　三好伸子・宍戸良子
・	「『教職実践演習』の意義－学習記録帳からの検討－」：日本保育学会第68回全国大会
　2015年５月９・10日　日本保育学会第68回大会発表要旨集録（DVD）　東山薫・久
保田健一郎・宍戸良子
・	「ラーニング・ストーリー理論に基づく子ども主体型記録の有効性－第三者の理解と
参加－」：平成27年度全国保育士養成セミナー全国保育士養成協議会第54回研究大会
　2015年９月23日　全国保育士養成協議会第54回研究大会研究発表論文集　p.254　
宍戸良子・三好伸子
・	「保育者養成校における学生の指導計画立案の実態と課題⑵」：関西教育学会第67回大
会　2015年11月　関西教育学会第67回大会発表要旨集録　p.22
・	「ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑶－相互理解を育むニュージーランド
の保育現場からの学び－」：日本保育学会第69回全国大会　2016年５月７・８日　日
本保育学会第69回大会発表要旨集録（DVD）　宍戸良子・三好伸子
・	「ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑷－自己理解・他者理解という新たな
意義をもたらしたナラティヴ－」：日本保育学会第69回全国大会　2016年５月７・８
日　日本保育学会第69回大会発表要旨集録（DVD）　三好伸子・宍戸良子
・	「保育者養成と子育て支援をつなぐドキュメンテーションの可能性」：平成28年度全国
保育士養成セミナー全国保育士養成協議会第55回研究大会　2016年８月26日　全国保
育士養成協議会第55回研究大会研究発表論文集　p.331　宍戸良子
・	「カンファレンスにおける記録対象児を視認していない第三者の役割－保育者・学生・
養成校教員による協働記録学習会のナラティヴに焦点を当てて－」：平成28年度全国
保育士養成セミナー全国保育士養成協議会第55回研究大会　2016年８月26日　全国保
育士養成協議会第55回研究大会研究発表論文集　p.327　三好伸子・宍戸良子・野口
知英代
・	「ドキュメンテーション作成を導入した模擬保育の効果」：関西教育学会第68回大会　
2016年12月　関西教育学会第68回大会発表要旨集録　宍戸良子
・	「保育者養成校における子育て支援活動の見える化がもたらす効果を考える－子育て
支援活動を紹介する『わいわいひろばだより』に着目して」：日本保育者養成教育学
会第１回研究大会　2017年３月　日本保育者養成教育学会第１回研究大会発表要旨集
録　宍戸良子
・	自主シンポジウム「多職種協働によるラーニング・ストーリーを活用した子ども理解
のカンファレンス」：日本保育学会第70回全国大会　2017年５月20・21日　日本保育
学会第70回大会発表要旨集録（DVD）企画者：宍戸良子
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・	「『乳児保育Ⅱ』におけるアクティブ・ラーニング導入の成果と課題－子育て支援をテー
マとして－」：日本保育学会第70回全国大会　2017年５月20・21日　日本保育学会第
70回大会発表要旨集録（DVD）　宍戸良子
・	「カンファレンスによる子ども理解・自己理解の試み－保育者・学生との協働記録学
習会におけるナラティヴに焦点を当てて－」：平成29年度全国保育士養成セミナー全
国保育士養成協議会第56回研究大会　2017年９月３日　全国保育士養成協議会第56回
研究大会研究発表論文集　p.　三好伸子・宍戸良子・野口知英代
・	「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメント
方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成28年度大学コンソー
シアムとちぎ　2017年９月30日　平成28年度大学コンソーシアムとちぎ「大学を超え
た共同研究支援事業」HP掲載　宍戸良子・丸橋亮子・齊藤崇
〔助成を受けた研究等〕
・	「保育者養成校と保育現場が連携し子ども理解を深めていくことを可能とする保育記
録のあり方・教授法・教材研究に関する研究－ニュージーランドで開発された子ども
理解のアセスメント方法『ラーニング・ストーリー』を手がかりにして－」：大阪国
際大学・大阪国際短期大学部平成27年度特別研究助成　2015年　宍戸良子・野口知英
代・三好伸子
・	「子ども理解・自己理解の深まりを目指す保育カンファレンスの有効性－保育士・学
生と協働する記録学習会についてのナラティヴより－」：全国保育士養成協議会近畿
ブロック平成27年度研究助成　2015年　三好伸子・宍戸良子・野口知英代
・	「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメント
方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成28年度大学コンソー
シアムとちぎ大学を超えた共同研究支援事業　2016年　宍戸良子・丸橋亮子・齊藤崇
・	「『保育内容総論』『教育・保育課程論』『乳児保育Ⅱ』の授業改善に関する研究－模擬
保育の計画・実践・記録を用いた評価・改善による保育の構造理解と実践共同体の基
盤づくりを目指して－」：平成28年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短期
大学部　2016年　宍戸良子
・	「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメント
方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成29年度大学コンソー
シアムとちぎ大学を超えた共同研究支援事業　2017年　宍戸良子・丸橋亮子・齊藤崇
・	「『ラーニング・ストーリー』を活用した子ども理解に関するシンポジウムの企画及び
教材開発に関する研究－多職種協働による保育カンファレンスの意義に着目して－」：
平成29年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短期大学部　2017年　宍戸良子
・	「子育て広場『わいわいひろば』の社会貢献機能と体験学習機能の強化・促進」：平成
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29年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短期大学部　2017年　坪井真・宍戸
良子
社会的活動
・	大阪府内私立保育所・認定こども園における園内研修講師（2015年11月～2016年２月
　全９回）
・	作新学院大学女子短期大学部子育て支援「わいわいひろば」の運営スタッフ（2016年
４月～現在に至る）
・	那須町公立保育所における園内研修講師（2016年７月～現在に至る　年２回）
・	作新学院大学女子短期大学部2016年度公開講座における講師（2016年10月10日）
・	子どもの育ちと保護者支援を考える会　代表（2016年10月～現在に至る）
・	親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座における講師（2017年３月～現在に至
る　年６回）
・	日光市公立保育所主任保育士部会研修会における講師（2017年10月・11月　全３回）
・	栃木県保育協議会児童票検討委員会におけるアドバイザー（2017年11月・12月　全３
回）
・	平成29年度宇都宮市民大学（後期）専門講座における講師（2017年12月４日）
・	公益財団法人とちぎ未来づくり財団評議員（2017年12月～現在に至る）
短期大学部　教授　坪井真
業績
著書
⑴第３章「子どもの権利擁護」：新版　児童家庭福祉論　［編著者］山﨑順子・高玉和子・
和田上貴昭　一藝社　2015年４月10日　pp.38-47
⑵第４章第２節「ソーシャルワークの確立」、第５章第１節「利用者の人権を考える」	：
わたしたちの暮らしとソーシャルワーク１－相談援助の基盤と専門職－　［編著者］
髙井由起子　保育出版社　2016年２月　第４章第２節pp.72-76　第５章第１節pp.88-
92
⑶第４章「日本の社会福祉のあゆみ」、第５章「海外の社会福祉のあゆみ」：シリーズ・
社会福祉の視座①　社会福祉への招待　［編著者］北川清一・川向雅弘　ミネルヴァ
書房　2017年４月　第４章　pp.59-76　第５章　pp.77-93
⑷第２章「ソーシャルワークの萌芽」：シリーズ・社会福祉の視座②　ソーシャルワー
クへの招待　［編著者］北川清一・久保美紀　ミネルヴァ書房　2017年４月　pp.17-32
⑸第２章「社会的養護の歴史」：子どもと社会的養護の基本　［編著者］相澤譲治・今井
慶宗　学文社　2017年９月10日　pp.9-17
388
作大論集　第８号　2018年３月
⑹第１章「児童家庭福祉の理念と歴史的展開」：保育実践と児童家庭福祉論　［編著者］
相澤譲治・今井慶宗　勁草書房　2017年12月
学術論文
⑴戦間期の日本における方面委員の実践と関連制度：作大論集　作新学院大学・作新学
院大学女子短期大学部　2016年３月15日　６号　pp.307-333
⑵方面委員の実践に対する関連制度の影響―『方面叢書』（1934-1942）のテキスト・マ
イニングと質的比較分析をとおして―：社会福祉科学研究　社会福祉科学研究所　
2016年７月15日　５号　pp.243-275
⑶日本における地域を基盤とした保育ソーシャルワークの特性分析⑴：鴨台社会福祉学
論集　大正大学社会福祉学会　2017年３月15日　26号　pp.1-13
⑷日本における地域を基盤とした保育ソーシャルワークの特性分析⑵：作大論集　作新
学院大学・作新学院大学女子短期大学部　2017年３月15日　７号　pp.315-331
⑸恩賜財団済生会に内在する社会連帯思想の特性分析：作大論集　作新学院大学・作新
学院大学女子短期大学部　2018年３月15日　８号（本誌）
社会的活動
⑴宇都宮市市民活動助成金審査会　委員（2015年５月～2017年12月）
⑵宇都宮市子育て支援員研修　講師（2015年11月～12月）
⑶埼玉県三芳町次世代を担う子ども達の支援委員会　委員（2015年11月～現在に至る）
⑷千葉県我孫子市地域福祉活動計画策定委員会　委員（2016年１月～現在に至る）
⑸社会福祉法人栃木県社会福祉協議会における福祉サービスに関する苦情解決における
第三者委員（2016年４月～現在に至る）
⑹栃木県児童館・児童クラブ職員研修　講師（2016年12月）
⑺群馬県内社協職員連絡協議会・パワーアップ研修　講師（2016年12月）
⑻埼玉県朝霞市要保護児童対策地域協議会研修　講師（2017年１月～３月）
⑼高根沢町子ども・子育て会議	会長（2017年３月～2017年11月）
⑽千葉県コミュニティソーシャルワーカー基礎研修　講師（2017年４月～現在に至る）
⑾第54回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会　分科会講師（2017年７月）
⑿さくら市教育委員会「子どもたちへのメッセージ５」講話・作成検討会議　講師（2017
年８月）
